
初等中等教育段階における生成 AIの利活用に関する検討会議 設置要綱 

令和６年７月 17 日 

初等中等教育局長決定 

１．背景・趣旨 

生成 AI の登場に伴い様々なメリット・懸念が指摘される中、文部科学省では令

和 5 年 7 月に「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイド

ライン」を策定・公表した。その後も、マルチモーダル化や RAGなど生成 AIの技術

革新やそれらを活用したサービス開発・社会実装が飛躍的なスピードで進展してい

る。 

そのような社会的な背景・技術的な進展を踏まえ、初等中等教育段階における生

成 AIの利活用に関する具体的な方向性等について意見交換・検討を行うため、「初

等中等教育段階における生成 AI の利活用に関する検討会議」（以下「検討会議」と

いう。）を設置する。 

２．検討事項 

（１）学校現場における生成 AIの利活用の在り方について

（２）児童生徒が学びに生成 AIを活用する際（教育利用）の考え方や留意点につ

いて

（３）教職員が校務において生成 AIを活用する際（校務利用）の留意点や利活用

に向けた方策について

（４）その他

３．構成員 

（１）検討会議は、別紙に掲げる者をもって構成する。検討会議の座長は、初等中

等教育局長が定める者とする。

（２）必要に応じて、別紙以外の関係者にも協力を求めるほか、関係者の意見を聴

くことができるものとする。

４．実施期間・回数 

  会議設置～令和７年３月の間 

５．その他 

（１）検討会議の庶務は、初等中等教育局学校デジタル化プロジェクトチームにお

いて処理する。 

（２）本要綱に定めるもののほか、会議の運営に際し必要な事項がある場合には別

に定める。 
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１．構成員 
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横浜美術大学 客員教授 

藤村 裕一  鳴門教育大学大学院学校教育研究科特命教授、 
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吉田 塁  東京大学 大学院工学系研究科 准教授、 

東京財団政策研究所 主席研究員 
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